
 
 
 
 

第 130 回高知県都市計画審議会 
 
 
 

議  案  書 
 
 
 
 
 

 
 

平成２２年３月１９日 

 



 

 

 

第１３０回 高知県都市計画審議会 

 

 

１．日  時   平成２２年３月１９日(金) 午後２時から４時 

 

２．場  所   高知市本町５丁目３－２０ 

高知共済会館 3 階 大ホール「金鵄」 

 

３．会議次第 

１）開  会 

２）署名委員の指名 

３）議  事 

４）閉  会 

 

４．議  事 

（付議事項） 

    １）用途地域指定のない区域における建築基準法による建築規制の指

定について（幡東都市計画区域） 

    ２）香南都市計画道路(1･4･1 号南国安芸線)の変更について 

    ３）安芸都市計画道路(1･4･1 号南国安芸線)の変更について 

    ４）高知広域都市計画道路(1･3･1 号浦戸東部道路)の変更について 

 

    （その他事項） 

    １）「（仮称）高知広域都市計画区域マスタープラン策定委員会」設置

について 

    ２）都市計画道路「高知山田線」の事業の進捗状況について 
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計 画 書 

 

 

幡東都市計画区域のうち追加される区域における建築物の容積率及び建ぺい率 

並びに建築物の各部分の高さの制限の指定について 

 

 

 

■ 幡東都市計画区域のうち追加された都市計画区域において、次のように変更する。 

(表中の条文は、建築基準法) 

 

番号 面積 

第52条1項6

号の規定に

基づく数値 

第 53 条第 1

項第6号の規

定に基づく

数値 

法第56条第1

項別表 3(に)

欄 5項の規定

に基づく数値

第56条1項2

号ニの規定

に基づく数

値 

備考 

1 786.9 ha 10 分の 20 10 分の 7 1.5 2.5  

 

 

 

■ 変更理由 

 

幡東都市計画区域のうち、追加される区域について、周辺の建築物や土地利用の状況を踏ま

え、また、総合計画や都市計画マスタープランで示されているまちづくりの将来像も考慮し、

建築物の適正な規制や誘導を図るため。 

 

新旧面積 
番号 建築物の容積率 

建築物の建ぺい

率 新 旧 
面積の増減

1 10 分の 20 10 分の 7 786.9ha 785.0ha +1.9ha 

 

 

3



4



5



幡
東
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計
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域
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ち
追
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さ
れ
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今
回
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築
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域
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a）

凡
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香
南

都
市

計
画

道
路

の
変

更
（

高
知

県
決

定
）

都
市

計
画

道
路

中
1
・

4
・

1
号

南
国

安
芸

線
を

次
の

よ
う

に
変

更
す

る
。

種 別

名
称

位
置

区
域

構
造

備
考

番
号

路
線

名
起

点
終

点
主

な
経

過
地

延
長

構
造

形
式

車
線

の
数

幅
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地
表

式
の
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間

に
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け
る

鉄
道
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と

の
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の
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造
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1
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.
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2
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.
5
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香
南

市
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我
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町
字

夕
霧

香
南

市
夜

須
町

字
神

木
約
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8
0

m
地

下
式

1
7
.
0

m

香
南
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夜

須
町

字
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相
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南
市

夜
須
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字

口
槇
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谷
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0
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式

1
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.
5
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0
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5
m

香
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字
伊

槇
谷

香
南
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字
茱

萸
谷

山
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1
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2
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下
式

1
7
.
0

m

香
南

市
夜

須
町

字
下
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西
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字
芋
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9
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0

m
地

下
式

1
7
.
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m
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1
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6
6
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m
地

表
式

2
0
.
5

m

　
　

な
お

、
香

南
市

野
市

町
東

野
地

内
に

出
入

口
を

設
け

る
。

「
備

考
」

国
道

5
5
号

に
接

続

　
　

な
お

、
香

南
市

香
我

美
町

徳
王

子
地

内
に

出
入

口
を

設
け

る
。

「
備

考
」

県
道

山
北

岸
本

停
車

場
線

に
接

続

　
　

な
お

、
香

南
市

夜
須

町
西

山
地

内
に

入
口

１
箇

所
、

出
口

1
箇

所
を

設
け

る
。

「
備

考
」

入
口

起
点

方
向

、
出

口
終

点
方

向
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県
道

夜
須

物
部

線
に

接
続

　
　

な
お

、
香

南
市

夜
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町
西
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内
に

入
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箇
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設
け
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。

「
備

考
」

入
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点

方
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、
出
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起

点
方

向
、

市
道

に
接
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な
お

、
芸

西
村

長
谷

地
内

に
出

入
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を
設

け
る
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「

備
考

」
国

道
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号

に
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続

「
区

域
及

び
構

造
は

計
画

図
表

示
の

と
お

り
」

理
由

別
紙

「
変

更
理

由
書

」
の

と
お

り
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都市計画決定変更理由書 
（香南都市計画道路(1・4・1 南国安芸線)） 

 
（県決定） 

 
 都市計画道路南国安芸線は、南国市（高知空港ＩＣ(仮称)）を起点に安芸市（安芸西ＩＣ(仮
称)）に至る延長約 21,650ｍの自動車専用道路として整備するものであり、四国を８の字で結

ぶネットワークの一部として都市計画道路浦戸東部自動車道（高知 JCT(仮称)から空港ＩＣ

(仮称)）と接続し、県東部地域と県都高知市とを結び、経済、産業、文化、観光、医療に寄与

するものである。 
 このうち、香南都市計画道路(1・4・1 南国安芸線)は南国市境から芸西西ＩＣ(仮称)間を、

幅員 20.5ｍ、車線数４車線、延長約 11,470ｍの道路として平成 11 年 6 月 4 日に都市計画決

定している。 
 
 今回の変更は、事業の実施に伴い野市 IC(仮称)から芸西西 IC(仮称)までの間で行われた詳

細な現地調査の結果に基づく詳細設計により、下記のとおり変更を行うものである。 
 
・芸西西 IC(仮称)について、現地詳細調査及び地元・警察協議の結果により、近接する既設

交差点との距離を確保し交通の円滑化と安全性を図るため、ＩＣ位置を東へ約 50ｍ移動する

ことにより、道路延長が約 50m 増となる。（道路延長約 11,470ｍから約 11,520ｍに変更する） 
 
・野市 IC（仮称）、香我美 IC（仮称）、夜須西 IC（仮称）のランプ形状について、道路交差

点内の交通の円滑化および安全性の確保と、構造集約による必要用地および建設コストの縮

減を図るため、ダイヤモンド型から集約型へ変更する。 

 
・詳細な地形測量及び地質調査結果により、トンネル坑口の位置変更や道路路側の構造を変

更する。 

 
 上記の理由により、道路の延長、道路区域、構造の変更により、都市計画の変更を行う。 
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西
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※
イ
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は
仮
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起点香南市野市町字宮ノ前

終点芸西村字浅津

香南市野市町字ツノ丸

起点南国市字下王島

終点安芸市字金山谷
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都市計画決定変更理由書 
（安芸都市計画道路(1・4・1 南国安芸線)） 

 
（県決定） 

 
 都市計画道路南国安芸線は、南国市（高知空港ＩＣ(仮称)）を起点に安芸市（安芸西ＩＣ(仮
称)）に至る延長約 21,650ｍの自動車専用道路として整備するものであり、四国を８の字で結

ぶネットワークの一部として都市計画道路浦戸東部自動車道（高知 JCT(仮称)から空港ＩＣ

(仮称)）と接続し、県東部地域と県都高知市とを結び、経済、産業、文化、観光、医療に寄与

するものである。 
 このうち、安芸都市計画道路(1・4・1 南国安芸線)は芸西西ＩＣ(仮称)から安芸西 IC(仮称)
間を、幅員 20.5ｍ、車線数４車線、延長約 9,380ｍの道路として平成 11 年 6 月 4 日に都市計

画決定している。 
 
 今回の変更内容は、香南都市計画道路南国安芸線(南国市境から芸西西 IC(仮称)間)の芸西西

IC(仮称)が、現地詳細調査及び地元・警察協議の結果により、近接する既設交差点との距離

を確保し交通の円滑化と安全性を図るため、ＩＣ位置を東へ約 50ｍ移動することに伴い、当

概道路の起点も東へ約 50ｍ移動する。このことにより道路延長が約 9,380ｍから約 9,330ｍ
に減となるため都市計画の変更を行う。 
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都市計画決定変更書 

 

 高知広域都市計画道路 1･3･1 号浦戸東部道路は、四国横断自動車道高知ジャンクショ

ン（仮称）から高知空港 IC（仮称）に至る幅員 22m、延長約 15,110m の自動車専用道路

であり、四国を 8 の字で結ぶネットワークの一部をなすものとして、平成 2 年 10 月 23

日に都市計画決定されている。 

当道路は、一般国道 55 号のバイパス的役割を果たし、市街地の交通混雑の緩和と高

速輸送性の向上を目的として、高知県東部地域の発展に大きく寄与するものである。 

そして、平成 2 年度から高知南国道路として整備を進めてきた。 

その後、同区間は、無料の自動車専用道路として整備することとなり、平成 17 年 3

月 18 日に、インターチェンジの規模を縮小するなどの都市計画の変更を行っている。 

今回、南国市稲生字上ヒラソ及び字下ヒラソ地区内における当道路周辺の土地利用の

計画に整合する道路計画に変更することにより、必要用地の縮小及び建設コストの縮減

を図ることが可能となり、経済性の向上による整備効果の早期実現を図ることとする。 

上記理由により、道路の区域を変更することが適当と判断し、都市計画の変更を行う

ものである。 
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